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私 のスケッチ ・ブック(31)

子供の自立まで

国立民族学博物館　教授

森　　明子

■おとなへの過程

　子供はいつ大人になるのだろうか。生

物 としての人間は、生まれたときから刻一

刻 と成熟 し、ひたす ら老いへ向かってい

く。その時間に区切 りはない。時間に区

切 りをつけて、子供や大人、若者や老人

などの意味 を与 えるのは、社会的な生 き

物 としての人間である。人間は、社会の

なかで段 階を追 って成長 していくと考え

られている。それにはモデルが必要で、

それぞれの社会 で年齢や世代 に「ふさわ

しい」と考 えられている行動様式が これ

にあたる。ところが現代の日本社会では、

このモデルがよくわか らなくなっていて、

大人も子供 も自信 をなくしているようにみ

える。この状況は、成長過程にある子供

に大 きな負担 を与えることになる。

　子供が大人になってい く過程 を、私た

ちはどの くらい きちんと考 えているだろ

うか。 とくに問題 になるのは、大人が全

面的に優位に立っている乳児期や幼児期

のことではない。成長 して自分の好みを

もち、自分の考えで行動す るようになっ

た子供 をどうサポー トしてや るか とい

う、微妙で骨の折れる過程のことである。

　子供が親元か ら自立 してい く重要な契

機 として、異性のパー トナーの存在があ

る。半生 をともにするようなパー トナー

が、ある時突然あらわれて即決するわけ

ではない。多 くの人は、思春期 に異性 と

交際 し、 さまざまな経験を経なが ら、や

がて ひと りのパ ー トナーを選択 してい

く。 この過程 に、大人がむやみに介入す

るのは間違っているが、子供が何をする

のか まった く無関心でいるのが望ましい

わけで もない。ドイツ で生活 してい くな

かで、私が考 えたことを述べよう。

■友人関係

　 ドイツの都市で生活する家族は、子供

の友人に どの ように対 しているだろう

か。子供が幼いうちから、両親は子供の

友人関係 を大切 に見守っている。子供の

友人を親が選ぶという意味ではない。自

分の子供がどのような友人 とどのような

関係をもっているか、 ということに親は

注意を払っている。 日本の多 くの親 も同

様だろう。ただ、子供がある程度成長 し

てか らも、子供の友人関係に関心 をもっ

ている親は、 日本では少ないように思わ

れる。子供が学校で自分の世界 をつ くる
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ようにな り、その学校 の世界

が親 の 目か ら見 えな くな るに

つれ て、親は子供 の交 友関係

に距離 をお くようにな り、や

がて 関心 も失 って い く傾 向が

あるようだ。

　ドイツ では、大人 も子 供 も

親 しい友人の家を訪問 しあい、

家族 を含 めて友人 関係 を築 く

ことを大切 にする傾向がある。

この こ とは、子供の友 人関係

を展 開させ る ことに も貢 献す

る。 親 しい友 人 との 関係 は、

3歳 の誕生日を祝う。両親の友人が招待 される

学校で も家庭で も維持され、そこか ら友

人の家族やその家族の友人 とのあいだに

広が ってい く。

　少年期 に形成 された友人関係が青年期

以降に突入 してい く場合が ある。そのよ

うな関係は、家族 も巻 き込んだ大 きな友

人関係 に成長 していることが多い。たと

えば、子供の友人と、親 の友人が時 を同

じくして訪 問していることはめず らしくな

い。彼 らはしば しば共通のテーブルにつ

いて食事 をし、ときには、ともにゲームを

するということもある。テーブルにつけば、

さまざまな会話 をし、それがお もしろい

議論 に発展することもある。そのようにし

て友 人関係が、世代 を超えて成長 してい

く。そのような友人は、家族の誕生日やク

リスマスの機会 などにも招待 されるように

もなる。

　この ような友人関係が 日本にないわけ

ではないが、少ないだろう。む しろ子供

は子供、大人は大人のつ きあい として区

別す る傾向が強い。親の友人 と子供の友

人が同 じテーブルについて議論す る風景

は、私は見たことが ない。

　 ドイツで思春期の子供 は、こうした人

間関係のなかで、自分の友人関係 を育て

てい く。そういう子供が、やがて異性の

友人を、自分の家族のこのような人間関

係に紹介す るようになる。

■異性の友人

　 ドイツの若者が、少年期の恋を卒業 し

て、特定の異性 と交際す るようになるの

は、18歳 前 後が多いようだ。 この青年期

の恋愛は、ひ じょうにおおっぴらで、愛

のささや きはどこでもなされる。ただ、

愛のささや きだけでな く、喧嘩 も旅行の

計画 も、両親の 目に見えるところで展開

していることに、私は感心す る。 日本の

若者の恋愛のゆ くえを、両親はどの程度

把握 しているだろう。両親が知っている

と自信 をもっていえるのは、わが子が中

学かせいぜい高校 くらいまでの時期に限

られるのではないだろ うか。

　私が親 しくしている家族の少女 は、4

人の仲良 しグループで、学校は もちろん、
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学生たち。テユーピンケンの風景

家庭で も互いの家を行 き来 していた。18

歳 に なって、彼女にはひとりのボーイフ

レンドがで きた。家に遊びに来た彼 に私

も紹介 されて、何度か会 ううちに、親 し

く話 をするようになった。このボーイフ

レン ドは、彼女の仲良 しグループ とも、

彼女の家族 とも、彼女の家族の友人(た

とえば私)と も、交友関係 を広げたわけで

あ る。少女 も、彼の家 にいって同じよう

に交友関係をひろげているに違いない。

　少女 もボーイフレンドも、親元か ら通

学 していて、それぞれアルバイ トやスポ

ーツ、別の友人 とのつきあいがある。そ

の合 間を縫 ってふ た りはデー トを楽 し

み、 ときには家で過ごして、夜遅 く帰宅

する。ただ し、週末には互いの家に泊 ま

って、家族 とともに食卓につ く。 日曜 日

の夜 になると、それぞれの家にもどって

月曜 日か らの生活 にそなえるところは、

大人の過 ごし方 と共通 している。学期休

みには、友人たちとともに、あるいはふ

た りで旅行 もする。旅行先 は、友人や家

族 などの知 り合 いの家 であるこ とが多
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い 。お金をかけないためであ

る。旅行 して興味深い ものを

発見 した り新 しい経験 した り

することは、重要なことだと

考えられていて、そうした報

告を した り聞いた りすること

を、人々は大切 にす る。それ

が子供であればなおさらであ

り、家族は子供の成長を喜ぶ。

　 ところで、ふた りで旅行 し

た先で、少女が怪我 をしたこ

とがあった。連絡を受けた家

族は、少年が付 き添っている

ことに安心 して二人の帰宅を待 った。少

女の家族が少年に求めているのは、少女

のボーイフレン ドとして彼女を守ること

であって、少年の両親も同 じ考 えである

ことが うかがえた。親たちは若い恋人を、

家族 に準 じるメンバーとして扱い、家の

大工仕事 などちょっとした手伝い も期待

する。

■パー トナー

　このような、子供の異性の友人 と家族

との親 しい関係は、 日本の多 くの家庭で

は、子供が結婚 したのちに作 られるよう

に思 う。では、この若いふた りの交際に

ついて、家族は結婚を前提 として考 えて

いるのか というと、否である。

　大人たちは、この少女の恋愛について、

「はじめての恋愛だか ら」 とい う。「はじ

めての恋愛」がいい相手 との出会いであ

ったこと、娘が幸せであることを、家族

はあきらかに喜んでいる。ただし、 この

愛のゆ くえが、どうなるかはわからない。

む しろ大人たちは、は じめての恋愛で、



少女が助 けを必要 とすることが起 こった

ときに、それに応 じられるように気 をつ

けているように、私 には見える。

　 この少女の交際を、彼女の兄の交際 と

比べてみると、周囲の大人が子供の交際

をよく見守っていることがわかる。彼女

の3歳 年長の兄は大学生で、恋人も大学

生である。ふた りとも親元 に住 んでいて、

それぞれの学業やアルバ イ ト、また友人

とのつ きあいで忙 しく生活 しているが、

夜、寝る場所 は、どち らか一方が他方の

家を訪れて、ともに過ごすことが多い。

　兄が女性 とつ きあ うのは、は じめてで

はない。数年前は別のガールフレン ドと

つ きあっていた。 しか し現在の恋人は、

以前のガールフレン ドとはまった く違 う

ようだと、親 も見て取 った。そこで彼の

母親は、息子が早晩、家を出て二人で部

屋 を借 りる と言い出すことを想像 したと

いう。私がここで注意 したいのは、この

ときの母親のとった行動である。

　母親は、自分から息子にそれを尋 ねる

ことは しなかったが、ひとつのきっかけ

があった。母親の友人のひとりが、長期

に自分の住 まいをあけることになって、

その間に誰かそ こに住 む人を探 してい

た。安 い家賃で悪 くない住 まいを手に入

れることができるのだか ら、息子が恋人

と二人の生活 をスター トさせたいと考え

ているなら、それは願 ってもない機会に

なる。母親は、二人がいるときに、さ り

げな くこの件 に言及 した。案 に反 して、

息子はその話題を避け、詳 しい情報が恋

人の耳に入らないようにした。

　それで母親は、息子がなお迷 っている

ことを見て取った。ふた りの住 まいをも

つ ことは、パー トナーへの第一歩を意味

す る。母親は、住 まいの話はそれ きりに

した。かわ りに彼女 は、息子が家にひ と

りでいるとき、 ときどき自分の隣に座 ら

せて、大学生活は どうか、将来何 をしよ

うと思 うのか、恋愛 はどうか、聞 くこと

にした。

　そういうとき、彼はどう答 えるのか、私

はす ぐに尋ねた。はじめは口が重 いが、

その うちにぽつ りぽつ りと話 し始 めるの

だという。た とえば、恋人のちょっとした

行動が彼 に気 に入 らないのだが、あまり

ささいなことだから、口にしないで済まし

ている。 これに対 して母親は、そういう

ことを、きちんと彼女にいうように、とア

ドバ イスする。「世の中の何万 という恋人

が、そういうささいなことが原因で行 き違

つている。」私は、このような会話ができる

母親と息子の両方に、いたく感心 した。

　ここでテーマになっていることは、子

供の恋愛を親が認めるか どうか というレ

ベルではない。それはそ もそも問題にな

らない。問題 は、子供が助 けを必要 とし

ているかどうかである。そのために、親

は子供の恋愛のゆ くえを見守っている。

　子供は、い くつものステ ップをゆっく

りと進んで 自立 してい く。そのとき大人

は、子供の作 る社会関係を信頼 し、見守

り、傷ついた ら支 えてやる必要がある。

傷つ く前 に守 るのではなく、傷ついたあ

とで支えてやること。それは骨が折れる

ことだが、そういう過程をふんで子供 を

自立 させてや ることは、親にとっても子

供にとって も、いい ものをもた らすよう

だ。
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